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ルイス・フェルナンド・アボッチ・ガウヴォン 

(Luís Fernando Abbott Galvão) 

在名古屋ブラジル総領事 

 

ルイス・ガウヴォン総領事は 1985 年にブラジル外務省外交官研修所

（Instituto Rio Branco）を卒業した。 

ブラジル外務省に於いてガウヴォン総領事は国連担当局長(2018-2020)、

欧州連合担当部長(2011-2013)などを歴任した。その他、軍縮や機密技術、

中・北米との関係などの分野でも務めた。  

海外勤務歴として、ボン（1991-1994）、カラカス（1994-1997）、マド

リード（2000-2003）、アスンシオン（2003-2006）のブラジル大使館、マイ

アミ総領事館（2008-2010）等があり、欧州連合ブラジル代表団（2013-2018）

副代表を務めた。 

1961 年 4 月 4 日にベネズエラのカラカス市で出生した（1988 年の連邦

憲法第 12 条第 Ib 項に再現する 1946 年の連邦憲法第 129 条第 II 項の規定に則

ってブラジル国籍を有する）。 

エリザ・マリア・マリンス・アボット・ガウヴォン夫人と結婚し、成人

した娘がいる。 

 


